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一般質問

自動運転等の             
次世代交通の整備を

「情勢をにらみながら、適切に対処」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
、   

補
助
制
度
を

「
県
補
助
金
を
活
用
し
、制
度
を
検
討
」

地域猫活動

議
員　

今

後
、
10
年
、

20
年
先
の

都
市
計
画

を
考
え
る

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
に
は
、
自
動
運
転
等

影
響
が
大
き
く
、
実
現
が

考
え
ら
れ
る
技
術
へ
の
考

慮
が
必
要
で
は
。

都
市
整
備
部
長　

国
は
、

平
成
26
年
「
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ

構
想
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
策
定
し
、
交
通
事
故
の

削
減
、
渋
滞
緩
和
、
移
動

支
援
、
物
流
の
効
率
化
等

を
目
的
と
し
て
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。
国
や
県
、

社
会
情
勢
を
に
ら
み
な
が

ら
、
適
切
に
対
処
し
て
い

く
。

市
長　
国
で
は
次
世
代
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
重
点
分
野
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
今
後
の
可

能
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、

国
や
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

議
員　
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
行
政
活

用
は
。

総
務
部
長　
行
政
の
内
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
か
ら
分
離
し
て

い
る
た
め
、
現
状
で
は
活

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
今
後
、
先
進
技
術
で

あ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
動
向
は
、

注
視
し
研
究
し
て
い
く
。

議
員　
Ａ
Ｉ
の
自
治
体
で

の
状
況
、
行
政
活
用
は
。

総
務
部
長　
自
治
体
で
の

活
用
状
況
は
、
さ
い
た
ま

市
で
は
保
育
所
入
所
の
選

考
業
務
、
大
阪
市
で
は
戸

籍
作
成
業
務
の
職
員
支
援

に
Ａ
Ｉ
活
用
試
験
を
実
施
。

本
市
で
は
、
昨
年
度
よ
り

三
菱
総
合
研
究
所
の
「
Ａ

Ｉ
ス
タ
ッ
フ
」
の
実
証
事

業
に
参
加
し
研
究
し
て
き

た
。
今
後
も
Ａ
Ｉ
等
で
の

業
務
効
率
化
を
図
れ
る
よ

う
、
研
究
し
て
い
く
。

議
員　

戸

田
市
で
は

平
成
27
年

度
よ
り
県

補
助
金
を

活
用
し
て
地
域
猫
活
動
が

始
ま
っ
て
い
る
。
新
市
長

の
下
で
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
補
助
制
度
を
。

環
境
経
済
部
長　
県
補
助

金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、

市
の
補
助
制
度
を
検
討
。

市
長　
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
す
。

議
員　
大
変
力
強
い
ご
答

弁
だ
。
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
に
合

わ
せ
里
親
会
も
進
め
た

い
。
駅
前
等
の
道
路
占

用
許
可
を
も
ら
え
な
い

か
。

都
市
整
備
部
長　
地
域

猫
活
動
は
、
市
が
支
援

し
て
い
る
市
民
活
動
で

あ
り
、
道
路
占
用
許
可

を
出
す
こ
と
は
可
能
。

議
員　
複
雑
多
様
な
行

政
需
要
に
的
確
か
つ
効

率
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、

包
括
協
定
等
の
官
民
連
携

の
推
進
を
。
ま
た
「
公
民

連
携
専
用
窓
口
」
の
設
置

を
。

総
務
部
長　
今
後
は
民
間

と
戸
田
市
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
、
分
野
や
企

業
規
模
に
限
ら
ず
協
定
を

締
結
し
た
い
。
ま
た
先
進

自
治
体
を
視
察
し
、「
公
民

連
携
専
用
窓
口
」
を
戸
田

市
で
も
新
た
に
設
置
す
る
。

教
育
部
長　
ベ
ネ
ッ
セ
等

70
社
強
の
企
業
等
と
連
携

し
、
今
後
も
推
進
す
る
。

議
員　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
北

戸
田
に
期
日
前
投
票
所
の

設
置
を
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長　

実
施
に
向
け
具
体
的
な
協

議
を
進
め
る
。
来
年
実
施

の
選
挙
で
開
始
を
検
討
。

議
員　
物
品
販
売
、
就
労

機
会
等
の
障
が
い
者
支
援

に
つ
い
て
も
官
民
連
携
を
。

福
祉
部
長　
先
進
事
例
を

調
査
・
研
究
す
る
。

官
民
連
携
の推

進
を

先
進
技
術

　
　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
活
用
」

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

◀
第
２
次
戸
田
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

十
そ ご う

川 拓
た く や

也 議員

金こ

ん

の野 

桃も

も

こ子 

議
員

※ ①ＩＴＳ……  高度道路交通システムの略。人・道路・自動車の間で情報の受発信を行い、さまざまな課題を解決するためのシステム。
※ ②ＩｏＴ……「モノ」と「ネット」をつなげる技術でモノのインターネット。
※ ③地域猫活動………地域住民の理解を得て、野良猫を捕獲し去勢不妊手術をし、元いた場所に戻し（ＴＮＲ活動）、それ以上増えないようにする活動。

※
①

※
②

▶
目
や
に
等
で
汚
れ
て
い
た
子
猫
で
も
、
新

し
い
里
親
さ
ん
の
も
と
で
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
ま
す（
写
真
提
供
：
と
だ
ニ
ャ
ン
）

※
③
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▶
高
架
を
走
る
新
幹
線

新曽小に特別支援学級
                    の設置を

「来年度の開設に向け検討している」

特
別
支
援
教
育

環
境
基
準
、住
民
理
解
が

 
得
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
を

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
要
望
し
て
い
く
」

新幹線騒音

議
員　

新

曽
北
小
学

校
の
特
別

支
援
学
級

に
、
新
曽

小
学
校
の
学
区
か
ら
13
人

の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

学
区
内
の
学
校
へ
通
え
る

よ
う
、
新
曽
小
学
校
に
特

別
支
援
学
級
の
設
置
を
。

教
育
部
長　
現
在
、
条
件

整
備
を
し
、
来
年
度
の
開

設
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
私
た
ち
は
、
戸
田

東
小
中
学
校
の
一
貫
校
化

の
工
事
費
用
が
60
億
円
か

ら
80
億
円
に
膨
れ
上
が
り
、

コ
ス
ト
削
減
に
な
っ
て
い

な
い
。
教
室
不
足
対
応
は
、

戸
田
東
中
学
校
の
空
き
教

室
利
用
と
プ
レ
ハ
ブ
建
設

で
対
応
で
き
る
。
給
食
の

食
数
不
足
も
新
曽
小
学
校

に
単
独
校
調
理
場
を
建
設

す
れ
ば
解
決
で
き
る
。
全

小
中
学
校
は
耐
震
化
済
み

で
あ
る
な
ど
、
一
貫
校
化

せ
ず
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
解
決
で
き
る
と
主

張
し
て
き
た
。
児
童
生
徒

が
２
千
人
規
模
と
な
り
、

教
育
環
境
に
大
い
に
支
障

を
来
す
と
考
え
る
。
校
舎

の
代
替
地
が
な
い
戸
田
第

一
小
学
校
の
建
て
替
え
計

画
と
共
に
見
直
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
戸
田
東
小
中
学
校

の
一
貫
校
化
は
、
校
舎
の

老
朽
化
と
児
童
の
増
加
に

伴
う
教
室
不
足
を
解
消
す

る
た
め
進
め
て
き
た
。
ま

た
、
設
計
段
階
で
コ
ス
ト

削
減
に
も
努
め
、
工
事
中

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
も
対
応
策
を
検
討
し

説
明
し
て
き
た
。
議
会
で

も
議
決
を
得
た
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
、
現
在
の
計

画
は
最
善
の
選
択
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
見
直
し

は
考
え
て
い
な
い
。
戸
田

第
一
小
学
校
も
老
朽
化
に

よ
る
建
て
替
え
で
あ
り
、

計
画
通
り
進
め
る
。

議
員　

東

北
新
幹
線

上
野
～
大

宮
間
で
速

度
向
上
の

た
め
の
対
策
工
事
を
Ｊ
Ｒ

が
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
現
時
点
の
騒
音
調
査

結
果
は
。

市
民
生
活
部
長　
埼
玉
県

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
、

上
り
・
下
り
を
そ
れ
ぞ
れ

測
定
し
て
い
る
。
測
定
地

点
は
戸
田
駅
北
部
の
新
曽

１
３
０
０
番
地
付
近
で
、

平
成
28
年
が
76
と
71
デ
シ

ベ
ル
、
平
成
29
年
が
73
と

72
デ
シ
ベ
ル
と
、
環
境
基

準
の
70
デ
シ
ベ
ル
を
超
過

し
て
い
た
。
し
か
し
、
今

年
２
月
に
対
策
工
事
を
行

い
、
67
と
65
デ
シ
ベ
ル
と

な
っ
た
。
２
月
に
行
っ
た

工
事
内
容
は
、
騒
音
調
査

地
点
の
３
５
０
メ
ー
ト
ル

に
吸
音
板
を
設
置
す
る
対

策
工
事
と
の
こ
と
。

議
員　
他
の
地
点
も
基
準

を
上
回
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
の
と
、
速
度
向
上

で
２
～
３
デ
シ
ベ
ル
上
昇

学
校
建
て
替
え
計
画
の

見
直
し
を

▲来年度、特別支援学級が設置される
　予定の新曽小学校

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
測
定
地
点
の
追
加

を
。

市
民
生
活
部
長　

今
回
、

Ｊ
Ｒ
は
複
数
地
点
の
騒
音

測
定
を
行
う
予
定
。

議
員　
さ
ら
な
る
対
策
工

事
と
、
環
境
基
準
が
守
ら

れ
て
い
る
か
沿
線
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
を
。

市
民
生
活
部
長　
騒
音
対

策
の
実
施
は
、
市
か
ら
Ｊ

Ｒ
東
日
本
へ
要
望
し
て
い

く
。
ま
た
、
環
境
基
準
の

遵
守
と
、
さ
ら
な
る
数
値

の
低
減
、
環
境
基
準
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
情
報

開
示
す
る
こ
と
な
ど
も
要

望
し
て
い
く
。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
。

Ａ
設
置
基
準
に
沿
っ
て

個
別
に
対
応
す
る
。

本
ほ ん だ

田 哲
て つ

 議員

馬ば

ば場 

栄え
い
い
ち
ろ
う

一
郎 

議
員


